






【はじめに】

 平成 6 年度、東北 6 県での HELLP 症候群発生に関するアンケートの結果、妊娠中毒症は

HELLP 症候群の 93.8%に認められ、その 73%は HELLP 症候群の前駆疾患として妊娠中毒症

が認められていた。従って妊娠中毒症の予知がHELLP 症候群の発症予知、予防につながる

ものと考えられる。一方、HELLP 症候群と肝動脈の攣縮との関係が明らかとなり、また妊

娠中毒症の病態においても血管攣縮の関与が注目されている。ここに、HELLP 症候群と妊

娠中毒症の類似病態としての血管攣縮あるいはその前駆病態の同定が特に重要と考えられ

る。外来レベル特に妊婦健康診査においてこれらを予知する手段はなにかという命題の元

に本研究を施行した。本研究においてわれわれが注目したのは末梢における血管の状態の

変化による血液容積脈波と血圧脈波との関係である。そこで、両者の波形およぴ構成を比

較し、血管抵抗を算出することから末梢血管動態を検索し、正常妊婦と妊娠中毒症との比

較し、臨床応用の意義につき検討を行った。


